
























日時 7 月 2 日(金) 午後 2:00-5:00 
会場 京都大学百周年時計台記念館二階国際交流ホール 
全体テーマ 「中国特需--脅威から”マーケット”に変身する中国」 
挨拶  西村周三 京都大学経済学研究科長 
司会  山本裕美 京都大学上海センター長 
報告１ 京セラの中国戦略      前田辰巳 京セラ株式会社常務取締役 
報告 2 中国市場の拡大と高度化について 于 同申 中国人民大学教授 










































 Ya-Hwei Yang 研究員（中華経済研究院）の銀行システム改革に関するレポート（都合に
より本人は欠席し、代理人が要約を朗読）は国際的な関心を集める金融改革の全体像を手
際よくまとめていた。 




 全体的にレベルの高いコンファレンスであり、特に欧米の PhD を取得している台湾の学
者の分析枠組みの堅実さと英語によるプレゼンテーション能力の高さが印象的であった。
台湾を代表する彼等はすでに欧米学会の一部を担っている。大陸経済に関する情報収集能
力とバランスのとれた見方という点で、台湾の学界の優位性がかいま見られた。ただし分
析枠組みという点では、中国統計年鑑レベルのマクロ・データを使ったモデルの実証とい
うものが多く、このコンファレンスでの報告を通じては、台湾らしいオリジナリティがあ
まり感じられなかったように思う。 
 「台湾らしさ」を強く感じたのは、コンファレンスに続いて財団法人両岸交流遠景基金
会で行われた座談会であった。中華経済研究院の経済学者が独自の実証研究の成果に基づ
き「三通」（通商、通航、通郵）解禁を訴えた一方、台湾の著名な政治学者がその政治的困
難さを頑なに主張していた。中国大陸出身の YAO 教授も経済的統合の効果を説得的に説い
たが、経済学的正論の一方にある、台湾の人々の、大陸への産業移転に対する根強い先行
き不安感を同時に感じることができ、有益であった。 
 今回のコンファレンスは会場である政治大学の校門から多数の宣伝用の「のぼり」が立
てられ、会議場も収容力や視聴覚設備の点でも大変立派で、主催した政治大学中国研究セ
ンターは大変力を入れていたことがわかる。会議の手際もよく、心地よいコンファレンス
であった。政治大学に改めて御礼を述べたい。また筆者にこのような会議での報告の機会
を与えていただいた京都大学上海センターにも御礼を申し上げる。 
